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第5章 管路および水路の流れ

① 急拡大や急縮小管、弁などが取り付けられて
いる管路全体の圧力損失を理解する。
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この章のポイント
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5.1 管路における損失ヘッド (p124)
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〔練習問題 1〕
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数は管路形状による損失係
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第7章 物体の抵抗と翼

① 流れの中に置かれた物体に作用する抗力
を理解する。

47

この章のポイント

第6章 流体測定法 (p165～215)省略
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7.1 流れの中にある物体の抵抗(p216)
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ピトー管 (p59)

第3章 流体運動の基礎理論(Pitot Tube)
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表 7.1 三次元の抵抗係数(p218)



〔例題1〕p218
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〔練習問題 1〕
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とする。計算せよ。空気の密度の抗力の何倍になるか

空気中るときの抗力が、静止の向かい風が吹いていまた、

。るときの抗力を求めよで静止空気中を直進す

の自動車が時速抗力係数車体の投影面積
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自動車の種類 抵抗係数:CD

乗用車 0.3～0.5

トラック 0.4～0.6

バス 0.5～0.8

二輪車 0.6～0.9

アドバンス･カー 0.15～0.3
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演習問題 (p258)
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問 ２，３

第4章 流体摩擦および境界層



演習問題 2 (p.258)
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演習問題 3 (p.258)
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とする。の場合の抵抗係数

、全開無視しできるものとしパラシュートの重さは

空気の密度だしの終速度を求めよ。た利用して降下する場合
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表 7.1 三次元の抵抗係数(p218)


